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改訂の基本的な考え方　その１ 
 
１ 「確かな民主主義の担い手を育み、共生社会を実現する基盤」としての 

特別活動の特質を、教育課程上、一層明確にすること 
 
❶　全ての子供の安心を支え、学校生活を充実したものとする「包摂性」 

特別活動は、多様な他者とよりよい人間関係を形成し、安心して意見を表明したり、失敗し
たりできる関係性を育むことを通じて、学級経営、生徒指導、特別支援教育に関わる教育課程
上の「要」としての、また各教科等における深い学びを支える「包摂性」の基盤としての役割
を果たす。 

　 
❷　学級や学校をよりよいものへとつくりかえる「創造性」 

特別活動では、多様な意見や価値観、背景を認め合い、対立や葛藤と向き合いながら、安易
な多数決や予定調和に流されることなく、「対話と合意」を通じて納得解や暫定解を形成し、協
働して実践し、振り返り、不断に見直しながら、自他の生活をよりよいものへと更新してい
く。こうした協働的な「創造性」の涵養は、特別活動に固有の役割といえる。 

　 
❸　子供が社会の創り手としての自己を形成していく「当事者性」 

特別活動では、「好きや得意」を含めた自己と向き合い、他者や社会と関わり、責任をもって
役割を担ったり、行動を選択したりして、その過程で自己の価値観を更新していく。各活動を
通じて、身近な社会を創る「当事者」としての自己を形成していくことは、特別活動固有の役
割といえる。 

 
※　今次改訂では、特別活動を、全ての子供の安心を支える「包摂性」の基盤の下、身近な社会

の協働的な「創造」と「当事者」としての自己の形成が往還する教育活動として改善を図り、
「確かな民主主義の担い手を育み、共生社会を実現する基盤」としての役割を一層果たしてい
くことが求められる。 
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逆境に立たされたときに、その人の本当の価値が分かる 

 

 

 
 

（訳）一年で一番寒い時期になり、そこではじめて松や 柏 が落葉しないことに気付く。 
かしわ らくよう

人も大事に遭遇してはじめて、その人の本当の価値が現れる。　　 

出典：「壁を乗り越える論語塾」安岡定子著（ＰＨＰ研究所） 

 

歳寒くして、然る後に松 柏の彫むに後るるを知る。 
としさむ しか のち しょうはく しぼ おく し


